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「藤女子大学家庭科教育研修講座」（第 20 回）を終えて 
 
 
 2018 年 7 月 21 日（土），本学人間生活学部人間生活学科主催「藤女子大学家庭科
教育研修講座」が，花川校舎を会場に開催されました。第 20 回目になる講座には，
道内の中・高等学校の家庭科教諭のほか，本学科卒業生，教職員が参加しました。
当日のプログラムの詳細は資料の通りです。 
第 20 回の講座では，前半に筆者による，「食品の色の変化に関する実験と実習」
をテーマとした食領域の実験と実習内容に関する講座が行われました。参加者は，
ブドウジュースやブルーベリーを使った実験を通して，これらに含まれる色素が重
曹やクエン酸を加えることで変化する様子を観察しました。また，カレー粉に含ま
れる黄色い色素は，アルカリ性条件下で赤色に変化することを，焼きそば作りを通
して確認しました。 
講座の後半では，長尾順子氏（本学人間生活学科講師）による「石狩市の生活用水
を用いた洗浄実験‐夏季・冬季の水温での汚れ落ちを比較する‐」という題目の研
究報告が行われました。報告後は実践交流が行われ，参加者による授業実践の報告
や，実践上の課題に関する活発な意見交換も行われました。この交流では，参加され
た先生方だけでなく，本学教職員にとっても大変参考になる意見が多数寄せられま
した。 
 
本研修講座を実施するにあたり，藤の実会より支援金をいただきました。この場
をお借りして感謝申し上げますとともに，今後もこの講座が現場で活躍する教員と
本学学生の貴重な研修の場となるよう，取り組んでいきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡﨑 由佳子（藤女子大学人間生活学部） 
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 家庭科教諭 教員免許状更新講習 2018（平成 30）年度を終えて 
 
 
１．講習のねらい 
 今，家庭科教育には，日本の伝統や文化を尊重する態度を育てることが求められている。
本講座はその学びの一例を衣生活領域の立場から検討を試みた。具体的には，日本の伝統工
芸品のひとつである組紐を題材とし，歴史・文化的背景を学び，実際に組紐を製作し，さら
にこの組紐を日用品に応用させた作品を１つ作りあげた。これらを通して，日本文化への理
解を深め，かつ日常生活に活用できる教材の検討を目的とした。 
 
２．講習の実施状況 
 選択領域・家庭科教諭の講習は，平成 30 年 8 月 6 日（月），藤女子大学花川キャンパス
（石狩市）において実施された。当日の概要および各時間の指導計画は，以下の通りである。 
 
 日  時：平成 30 年 8 月 6 日（月）8：45～17：00 
 会  場：藤女子大学 花川キャンパス 272 教室，356 教室 
 講 習 名：家庭科教育における日本文化理解のための教材検討－組紐製作を通して－ 
 参加者数：合計 12 名（平成 31 年 3 月か平成 32 年 3 月に終了確認期限がある中・高家庭
科現職教員と現職教員以外） 
 
9:00 ～10:20  1 時間目 【講義】組紐とは（271 教室） 
 10:30～12:00  2 時間目 【実習】組紐づくり①（271 教室） 
 12:00～13:00  昼休み 
 13:00～14:40  3 時間目 【実習】バッグづくり（356 教室） 
 14:50～15:30  4 時間目 【実習】組紐づくり②（356 教室） 
 15:40～16:40  5 時間目 筆記試験（271 教室） 
 
３．講習の内容 
（１）【講義】組紐とは 
この時間は主に組紐の実体について講義した。組紐は日本の伝統工芸品のひとつに
位置付けられているが，その実体は不明瞭な点が多い。ここでは現時点で判明している
歴史・文化的背景，そして現在その技術がどのように活用されているか，図像資料とと
もに提示した。 
 
 （２）【実習】組紐づくり 
この時間はズパゲッティを用いて組紐作製をした。組紐は，ハマナカが販売する「組
みひもディスク」付属の説明書にある「丸組 8Z－スパイラル（8 本どり丸ひも・Z 方向
らせん模様）」を 2 本作製した（図 1）。 
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  図 1 
 
（３）【実習】バッグづくり 
この時間ではミシンを用いて裏地付きのバッグを作製した（図 2）。 
 図 2 
 
（４）筆記試験 
筆記試験は 60 分とし 2 題を出題した。ひとつは講義内容から設問し，ふたつめは実
習内容をもとに自由記述とした。 
 
４．講習を終えて 
日本の伝統・文化に関する教育が求められおよそ 10 年が経過したが，その教育はまだ成
熟しておらず，現場の先生方からは教材・教育方法など模索中であるとの声があがった。授
業時間数や材料費等を鑑みて，簡便かつ確実に日本の伝統・文化を学ぶことができる教材が
今必要とされている。今後も今回のような学習内容を検討していく必要があると考える。 
 
受講生から寄せられた事後アンケートの回答（自由記述）について，一部抜粋して示す。 
・ミシンの実習だけでなく，組紐という日本の伝統文化についても学ぶことができた。 
・自分で実習をすることで，学校で扱う際にはどんな風に活用できるのかまた時間はどれく
らいかかりそうかわかった。 
・学校にもちかえり，様々な場で活用できそう。 
 
 アンケート内容をもとに，今後も新しい知識や実践方法を提供していけるよう研鑽を積
んでいきたい。 
 なお，本講習は文部科学省の「平成 30 年度教員講習開設事業費等補助金」の交付を受け
た。より質の高い材料の提供と，学生スタッフの雇用によるきめ細やかな実習補助が可能と
なったため，講習者にとってより充実した講習が開催できたと考える。 
 
長尾 順子（藤女子大学人間生活学部） 
【材料】1 本分   今回は 2 本制作。 
＊ズパゲッティ：約 2ｍ×4 本×2 色 
＊ハマナカ 組ひもディスク 1 個 
＊ツイストタイ 8 個
【材料】 
＊表布：撥水オックス・綿 100％ 
＊裏布：綿 100％プリント 
＊接着芯（不織布）：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ･ﾚｰﾖﾝ各 50％ 
＊ミシン糸（シャッペスパン 60 番） 
＊ハトメ：＃30×4 個
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